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NICT多言語音声翻訳システムVoiceTra
• ユニバーサルコミュニケーション研究所では、言語の壁を越える技術の研究開発を推進している。

• VoiceTraはスマートフォンに日本語を音声入力すると即座に英語に翻訳して、音声出力する機能
を実現する。(日英翻訳時)

• 利用対象を明確化（旅行会話）することで翻訳精度向上 （TOEIC 600点程度）

• 短文（6語から15語）を高精度に翻訳する。

22014/01/30 総務省 スマートテレビ時代の字幕等の
在り方に関する検討会



VoiceTra4Uのご紹介
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音声翻訳対応状況

・27言語間の翻訳、17言語の音声入力
14言語の音声出力が可能
・5名までの電話の様な音声チャットも利用可能

機能

中東言語

欧米露言語

アジア言語

赤字は
ASEAN諸国

言語
入力 出力

音声 テキスト 音声 テキスト

日本語 ✔ ✔ ✔ ✔

中国語 ✔ ✔ ✔ ✔

韓国語 ✔ ✔ ✔ ✔

ウルドゥ語 ✔ ✔

シンハラ語 ✔ ✔

ゾンカ語 ✔ ✔

トルコ語 ✔ ✔ ✔ ✔

ネパール語 ✔ ✔

ヒンディ語 ✔ ✔ ✔ ✔

モンゴル語 ✔ ✔ ✔

インドネシア語 ✔ ✔ ✔ ✔

タイ語 ✔ ✔ ✔ ✔

フィリピン語 ✔ ✔

ベトナム語 ✔ ✔ ✔ ✔

マレー語 ✔ ✔ ✔ ✔

アラビア語 ✔ ✔

英語 ✔ ✔ ✔ ✔

イタリア語 ✔ ✔

オランダ語 ✔ ✔ ✔

スペイン語 ✔ ✔

デンマーク語 ✔ ✔

ドイツ語 ✔ ✔ ✔

ハンガリー語 ✔ ✔ ✔ ✔

フランス語 ✔ ✔ ✔

ポーランド語 ✔ ✔ ✔ ✔

ポルトガル語 ✔ ✔ ✔ ✔

ロシア語 ✔ ✔ ✔
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NICT多言語音声翻訳の仕組み
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日本語
「駅はどこですか」

音声認識
音声を文字に変換

多言語翻訳
日本語を英語に翻訳

英語
「Where is the station?」 ・翻訳結果を機械学習することに

より翻訳精度等が向上

ekiwadoko
desuka

声を聞き取って
文字に変換

日本語の音声日本語の音声
コーパス
（550時間）

駅はどこ
ですか

日本語の辞書に
合わせて文字を

並び替え

日本語の文字

24

日本語の文字
コーパス

（24億文65万語）

The station 
where is

コンピュータにある大
量の辞書から同じ意
味の英語を探索

日本語と英語の対日本語と英語の対
訳辞書・対訳コーパ

ス（100万文）

Where is 
the station 

英語の文法に
合わせて自然
な英語に変更

英語の文字コー
パス（600万語）

音声合成
文字に音声に変換

文字を自然な
音声に変換

英語の音声コーパス英語の音声コーパス
（男性17時間
女性15時間）

使えば使うほど賢くなる!!

コーパス：自然言語の文章を品詞など文の構造の注釈を
つけて構造化したものを大規模に集積したもの

2014/01/30 総務省 スマートテレビ時代の字幕等の
在り方に関する検討会



多言語音声翻訳技術の発展と社会還元
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VoiceTra(2010.7)
6ヶ国語の翻訳を実現
2013年3月までに857,257件の

ダウンロードを達成

VoiceTra4U(2012.7)

世界標準システムとして発展（NICT/U‐STAR）

認

翻

合

認 翻 合

音声認識

多言語翻訳

音声合成

認 翻 合

利用されている
VoiceTra技術

FEAT
VoiceTra+
(2012.12)
認 翻 合

NTT docomo
しゃべって
コンシェル
(2012.3) 認

成田空港
NariTra
(2011.12)
認 翻 合

au
おはなしアシスタント

(2013.7)
認 翻 合

U‐STAR(The Universal Speech 
Translation Advanced Research 
Consortium)http://www.ustar‐
consortium.com/index.html

多言語翻訳研究室隅田室長、音声コミュニケーション研究室堀室長を
リーダとして23カ国、26研究機関・大学が参加する研究コンソーシアムにてグ
ローバルに多言語音声翻訳技術の研究開発を推進中

NICTの技術によって誕生した商用システム

ITU標準化
(2010.10)
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世界一の認識精度を誇るNICTの音声認識技術SprinTra
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参加組織 2012年

NICT 12.0
MITLL 12.4

KIT‐NAIST 12.7

KIT‐NAIST2 13.3

RWTH 13.6

UEDIN 14.4

FBK 16.8

＜単語誤り率(%)による評価＞

Here's a question 
we need to rethink together:

対象：英語音声講演データのインデキシング性能を比較

結果： NICTは最高の音声認識精度を示した。

（他機関のシステムを遥かに凌ぐリアルタイム性を実現）

参加組織 2013年

NICT 13.5
KIT 14.4

MITLL‐AFRL 15.9

RWTH 16.0

NAIST 16.2

UEDIN 22.1

FBK 23.2

KIT：カールスルーエ工科大学（ドイツ）
（Facebookに採用されたCMUのエンジンと同等）

MIT‐LL/AFRL：マサチューセッツ工科大学
リンカーン研究所空軍研究所（アメリカ）

RWTH：アーヘン工科大学（ドイツ）
NAIST：奈良先端科学技術大学院大学（日本）
UEDIN：エディンバラ大学（イギリス）
FBK： ブルーノ・ケスラー財団‐研究所（イタリア）
PPKE： パズマニー・ペーテルカトリック大学（ハンリー）
IOIT：ベトナム科学技術アカデミー情報技術研究所

（ベトナム）

国際ワークショップIWSLTで2年連続世界一

IWSLTの国際コンペで世界最高性能をあることを証明
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YouTubeのコンテンツ

7

YouTubeにアップされて

いるコンテンツは、必ず

しも音声収録状態が良

いものばかりとは言えず、

音声認識対象としては

難しい対象である。

YouTubeより転載
http://www.youtube.com/watch?v=b
lbvZ9EtAk0
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認識結果（誤り例）
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構文に基づく長文翻訳手法
1.入力文を構文解析して２分木化

2. 自動抽出した規則で、２分木のノードをスワップして、入力文の語
順を出力言語の語順に変換
3. 語順を変えずに、統計的機械翻訳を適用して、訳語に変換

特許翻訳翻訳技術

特許（平均約25語）での
翻訳率の比較

特許は文が長く、専門語が多く、挑戦的な課題。
(110語の例)
Each control block (which is referred to as a “descriptor" in the 
above‐identified VIA specification) contains various types of 
commands and control information for the virtual circuit, including, 
for example, one or more pointers to respective buffers in system 
memory 21 in which data for messages received by the receive 
section 30 for the virtual circuit is to be stored, in connection with 
virtual circuits for which the network interface 24 is the destination, 
or one or more pointers to respective buffers in system memory 21 
which contain data to be transmitted over the virtual circuit, in 
connection with virtual circuits for which the network interface 24 is 
the source.

動詞句

名詞動詞

動詞句

名詞 動詞
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http://www.nict.go.jp/press/2013
/03/21‐1.html



さらなる高度化に向けた研究開発

• 長文テキストの高精度翻訳技術の研究開発
– （例）特許翻訳

• 雑音混じりの音声の認識・翻訳技術の研究開発
– （例）災害時に日本語のニュース映像をスマートフォンで集音
して多言語翻訳字幕などをスマートフォン上に表示
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110語のテキスト例
Each control block (which is referred to as a “descriptor" in the above‐identified VIA specification) contains various types of 
commands and control information for the virtual circuit, including, for example, one or more pointers to respective buffers in 
system memory 21 in which data for messages received by the receive section 30 for the virtual circuit is to be stored, in 
connection with virtual circuits for which the network interface 24 is the destination, or one or more pointers to respective
buffers in system memory 21 which contain data to be transmitted over the virtual circuit, in connection with virtual circuits 
for which the network interface 24 is the source.

集音

字幕化
The bullet train 
stopped by the 

typhoon



まとめ

• NICTユニバーサルコミュニケーション研究所

– 音声処理や多言語翻訳技術、自然言語処理技術、超

臨場感技術において、世界最高峰の技術を有している。

– 国研ではあるが、論文を書く研究でとどまるのではなく、

社会に実装できる技術の研究開発を目標としている。

– これまでも数多くの企業の皆様に技術移転を行い商用

サービスや企業内システムご活用頂いている。

• 今後の技術の社会実装方針

– 2020東京オリンピックで、日本の技術力を見せるべく、

次世代多言語音声処理・多言語翻訳技術の研究開発

を推進している。
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